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資料４ 

令和２年度第９回庁議提案  審議・報告・その他 

                    提 出 日：令和２年８月４日 

                    担当部・課：産業部商工課〔内線３５２２〕 

① 件  名 

石巻市新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金基金の設置について 

② 施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

【背景】 

本市では、新型コロナウイルス感染症対策として、国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生

臨時交付金を活用し、中小企業者に対する融資利子補給事業を実施しているが、利子補給事業に充

当される場合は、基金の積み立てが同交付金の対象として認められることになった。 

 

【目的】 

国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した本市の融資利子補給事業は、

３年間の利子補給を行うものであるが、交付金を基金に積み立て、毎年度基金を取り崩しながら、

事業を実施していくため、基金を設置する。 

③ 根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

【根拠法令】 

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金制度要綱（内閣府） 

 

【〔総合計画との整合性 総合計画の位置付け：有・無〕 又は 〔個別計画との整合性〕】  

 第３章 地域資源を活かして元気産業を創造するまち 

  第１節 石巻独自の技術開発や新産業を創出する 

   ４ 地域を支える商工業の振興を図る 

④ 提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

令和２年３月 石巻市中小企業災害等資金利子補給金交付要綱の制定 

       債務負担行為設定 

    ６月 中小企業災害等資金利子補給金の令和２年度補正予算議決 

       融資利子補給事業に充当する場合、基金への積立が地方創生臨時交付金の交付対象

として認められる。 

７月 関係部課協議 

⑤ 主な内容 

石巻市新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金基金条例を制定し、以下の事項を規定

する。 

１ 基金の設置目的 

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施計画に基づく事業に必要な資金を積み

立てるため、石巻市新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金基金を設置する。 

２ 積み立てる額 

当該年度の予算で定める額の範囲内の額 

３ 基金に属する現金の管理 

   金融機関への預金その他最も確実かつ有利な方法により管理する。 

４ 運用益金の処理 

   基金の運用から生ずる収益は、一般会計歳入歳出予算に計上して、基金に編入する。 

５ 基金の処分 

   基金の設置目的を達成するために必要な事業を行う財源に充てる場合に限り処分。 

６ 繰替運用 

   財政上必要がある場合、基金に属する現金を歳計現金に繰り替えて運用できる。 

７ 市長への委任 

  条例に定めるもののほか、基金の管理に関し必要な事項は、市長が別に定める。 
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⑥ 実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

【影響・効果】 

  中小企業者の資金借入の負担を軽減することで、中小企業者の安定的な経営継続が図られる。 

 

【財源措置】 

  令和２年度事業費：積立金２０，０００千円 

  （財源）新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（国）10/10 

⑦ 他の自治体の政策との比較検討 

 新型コロナウイルス感染症対策の融資利子補給事業については、大崎市、東松島市、角田市で実施。 

⑧ 今後の予定及び施行予定年月日 

令和２年９月 市議会第３回定例会に、石巻市新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

基金条例案及び補正予算案について提案（公布の日から施行） 

⑨ その他 

 

 

 


